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つなげ未来へのバトン～キラリと輝く由仁っ子たち

２Ｐ   ～　第２回定例会のあらまし

３Ｐ   ～　補正予算

４Ｐ   ～　行政報告

５Ｐ   ～　教育行政報告、第４回臨時会

６Ｐ   ～　一般質問

９Ｐ   ～　研修会報告、議会の話題

10Ｐ   ～　議会のうごき

表紙の写真「町内の運動会の様子」～　上段　左 /由仁小学校　右 /由仁幼稚園　中段　左 /由仁保育園　右 /由仁小学校　下段　左 /由仁小学校　右 /三川保育園
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　平成 30 年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。 （単位：千円）

会　計　名 補正前の額 補正後の額 補正額計

一　般　会　計

4,951,789 5,011,494 59,705

（主な内容）
移住・定住・交流推進支援事業補助金� 1,500
財政調整基金積立金� �45,963
企業誘致関係経費� 731
介護保険事業特別会計繰出金� 2,508
介護老人保健施設事業特別会計繰出金� 841
町道補修工事� 1,300
川端開拓線法面復旧工事� 2,344
電柱等移設補償費� 4,100

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険事業特別会計

1,042,282 1,095,125 52,843

（主な内容）
療養給付費負担金� 3,000
高額療養費負担金� 2,000
財政調整基金積立金� �23,981
国庫支出金超過交付償還金� �23,775

介護保険事業特別会計

698,775 701,283 2,508

（主な内容）
介護保険事務処理システム改修� 2,489

国民健康保険由仁町立診療
所特別会計

423,085 425,847 2,762

（主な内容）
特殊浴槽（取替工事費含む。）� 2,107
ＣＴ画像診断委託料� 575

介護老人保健施設事業特別
会計

101,549 102,390 841

（主な内容）
特殊浴槽（取替工事費含む。）� 841

条
例
の
一
部
改
正

●
や
っ
ぱ
り
由
仁
定
住
応
援
金
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　
　

条
例
の
失
効
に
係
る
経
過
措
置
を
加
え
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
由
仁
町
地
域
福
祉
支
援
事
業
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
準
じ
、
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財
産
の
取
得

●
取
得
す
る
財
産　
　

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
（
10
ト
ン
ダ
ン
プ
）

　
　

契
約
金
額　

３
，
１
２
０
万
２
，
４
５
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方　

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
北
海
道
株
式
会
社

人
　
事
　
案

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

山
宮　

輝
美
氏
（
三
川
泉
町
）、
岩
崎　

俊
博
氏
（
岩
内
）
の
再
任
お
よ

び
大
居　

寛
氏
（
本
町
）
を
新
任
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

意
　
見
　
書

●
北
海
道
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　
　

当
該
意
見
書
を
採
択
し
、
北
海
道
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　平成 30 年第２回定例会は６月 14 日に召集され、会期を 15 日ま

での２日間として開会しました。

　諸般の報告（会務、平成 29 年度由仁町一般会計繰越明許費繰越

計算書）に続いて行政報告が行われ、一般質問は２名の議員が３件

の質問を行いました。

　また、条例の一部改正案４件、平成 30 年度各会計補正予算案５件、

財産の取得案１件、人事案３件、会議案１件、意見書案１件につい

て慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

平成30年

第 2回定例会
補 正 予 算

北
海
道
町
村
議
会

�
議
長
会
表
彰

　

議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
そ
の

職
に
あ
っ
た
功
績
に
対
し
、
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
状
の
授

与
が
あ
り
、
熊
林
議
長
か
ら
吉
田
副

議
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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行

政

報

告

教
育
行
政
報
告

行　政　報　告　（町長　松村　 諭）

１　ふるさと寄附
金の受付状況に
ついて

　今年度の寄附金は、受付ベースで６月１日現在、657 件、1,552
万円となっており、昨年の同時期と比べると件数は 611 件、金額は
1,095 万円の減となっています。
　減少の要因として、当町は総務大臣通知に基づき返礼品の割合を
３割に近づける見直しを行いましたが、全国的に見るとまだ高割合
の返礼品を用意している団体があり、見直しを行った自治体と行っ
ていない自治体で寄附金に大きな差が生じている状況になっていま
す。
　この状況を是正してもらうよう北海道へは意見を申しています
が、今後も当町へ更なる寄附金をしていただけるようＰＲに努めて
いきます。

２　ＧＴＳ協同組
合北海道出張所
の設置について

　５月 31 日、愛知県名古屋市において、ＧＴＳ協同組合第 12 回通
常総会が開催され、ＧＴＳ協同組合北海道出張所の設置場所として
由仁町が承認されました。
　当町からも総会の会場へ出向き、出張所開設のお礼と併せて、ふ
るさと納税ＰＲと企業誘致の宣伝をしてきました。
　組合は愛知県知

ちりゅう

立市に所在し、外国人技能研修生の受け入れや国
の助成金を活用し、中小企業の社員教育を目的に各種教育事業を実
施している団体で、同じく愛知県の日進工業株式会社が購入した旧
三川小学校に北海道出張所を設置する予定です。
　今後の予定としては、このエリアにどれだけ外国人技能研修生の
需要があるかにもよりますが、職員を常駐し、北海道出張所として
由仁町を拠点に事業を展開していく予定と聞いています。

３　由仁町立診療
所並びに介護老
人保健施設の運
営について

　３月１日から診療所並びに介護老人保健施設として新たな施設運
営を開始し、所長の齋藤医師の定年により、４月からは前副所長の
小端医師が所長として、また、新たに総合診療医の島田医師が着任
し、新体制での運営がスタートしています。
　介護老人保健施設の入所者は、６月 12 日現在 10 名となっていま
すが、まだ入所決定に至っていない申し込みや相談も数件あり、今
年度の目標としている定員の 50%に近づいています。
　また、診療所では、入院患者数は 15 名前後で推移をしています。
　さらに、在宅医療の中心となる訪問診療においては、当初の予定
よりも早く取り組むことができ、現在３名が利用しています。
　今後も、在宅系の介護サービス事業を取り入れるなど、入退院支
援も積極的に進めながら、経営改善に努めていきます。

４　主な工事の進
捗状況について

　建築事業の「由仁町公営住宅あけぼの団地２号棟建替工事」は、
５月 28 日に着工し、６月 14 日現在、基礎工事の作業中であり、本
年 10 月 26 日に完成の予定となっています。

教 育 行 政 報 告　（教育長　田中　 宣行）

１　町内小中学校
の状況について

　はじめに、５月１日現在の小中学校の学級数および児童生徒数に
ついて、由仁小学校は、特別支援学級４学級を含めて 10 学級 190 名、
由仁中学校は、特別支援学級２学級を含めて５学級 117 名となって
います。
　小中学校全体では、15 学級 307 名となり、昨年度と比較しますと、
児童生徒数で 18 名の減、学級数では２学級の減となっています。
　次に、小中学校の教職員数については、校長、教頭は４名、教諭
25 名、養護教諭２名、栄養教諭１名、事務職員２名、時間講師１名
のほか、中学校美術科における南幌中学校との兼務教諭１名の計 36
名で、昨年度と同数の教員配置となっています。
　このほか、道から派遣を受けている非常勤のスクールカウンセ
ラーが１名、町単費でＡＬＴが２名、介助員２名、事務補が２名、
特別支援教育支援員が４名、公務補３名の計 14 名の職員がそれぞ
れ勤務しています。

専
決
処
分
４
件
に
つ
い
て
承
認
し
、
議
案
３
件
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
し
た
事
件

・
平
成
29
年
度
由
仁
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
由
仁
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
由
仁
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

・
由
仁
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例
及
び
由
仁
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

◎
訴
え
の
提
起
（
補
助
金
返
還
請
求
訴
訟
）

◎
平
成
30
年
度
由
仁
町
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
由
仁
町
公
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
団
地
２
号
棟
建
替
工
事
請
負
契

約
の
締
結

　
　

契
約
金
額　
　

７
，
５
８
４
万
８
，
４
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方　
　

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店

第
4
回
臨
時
会

（
平
成
30
年
５
月
25
日
）
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一

質

般

問 町 政 を 問 う 議

会

質

疑
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町　長 大竹議員

後
継
者
支
援
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

商
工
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

�

と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く

大
竹
議
員町

に
お
け
る
高
齢
化
率
は

40
％
と
な
り
人
口
減
少
も

続
い
て
い
ま
す
。
農
業
に
お
い
て

も
後
継
者
不
足
の
問
題
は
深
刻

で
、
商
店
に
お
い
て
も
店
を
た
た

み
商
店
街
と
言
え
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
支
援
の
問
題
で
は
国
や

道
の
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
制
約

も
多
く
一
層
の
充
実
を
求
め
る
声

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

道
東
の
あ
る
町
で
は
、
国
や
道

の
支
援
制
度
と
あ
わ
せ
農
業
・
商

業
・
漁
業
後
継
者
に
対
し
て
３
年

間
と
い
う
期
限
付
き
で
は
あ
り
ま

す
が
支
援
制
度
を
設
け
、
都
市
部

に
就
職
を
考
え
て
い
た
子
供
が
Ｕ

タ
ー
ン
を
し
て
後
を
継
ぐ
ケ
ー
ス

も
増
え
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　

農
業
や
商
業
に
対
す
る
後
継
者

支
援
制
度
に
対
す
る
今
後
の
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁業

後
継
者
支
援
に
つ
い
て

は
、昨
年
の
町
議
会
第
３
回

定
例
会
で
大
竹
議
員
の
質
問
に
お

答
え
し
て
お
り
、そ
の
際
、国
な
ど

の
各
種
支
援
制
度
の
活
用
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
や
、現
状
に
お
い
て

は
、既
存
の
後
継
者
育
成
制
度
に
上

乗
せ
を
し
て
、町
単
独
で
の
財
政
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の
答

弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
商
業
に
お
け
る
後

継
者
対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

由
仁
町
商
工
会
に
よ
り
ま
す

と
、
会
員
数
の
減
少
や
経
営
者
の

高
齢
化
と
と
も
に
、
会
員
の
約
８

割
が
「
後
継
者
が
い
な
い
」
あ
る

い
は
「
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
実
情
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
創
業
塾
の
開
催
や
若
手

後
継
者
等
育
成
事
業
と
し
て
、
青

年
部
の
活
動
支
援
を
は
じ
め
、
後

継
者
や
若
手
従
業
員
が
中
小
企
業

大
学
校
で
人
材
支
援
事
業
を
受
講

す
る
際
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
新
規
創
業
対
策
と

し
て
、
商
工
会
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
を
設
け
、
町
・
金
融
機
関
と

連
携
し
、
相
談
者
に
対
し
、
創
業

に
関
す
る
情
報
提
供
や
支
援
機
関

と
の
調
整
を
図
る
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
商

工
会
の
行
う
後
継
者
育
成
の
取
組

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
事
業
承

継
や
新
規
創
業
な
ど
の
後
継
者
対

策
に
つ
い
て
、
国
等
の
各
種
支
援

制
度
の
活
用
を
促
し
、
商
工
会
・

金
融
機
関
・
由
仁
町
移
住
交
流
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

当

農

教育長 大竹議員

ゆ
め
っ
く
館
機
能
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

民
間
事
業
者
の
能
力
と
活
力
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
最
適
な
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
く

大
竹
議
員め

っ
く
館
は
町
民
の
社
会
教

育
の
拠
点
と
し
て
大
切
な
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
利
用
者
の
方
た
ち
か

ら
は
図
書
館
機
能
の
充
実
を
求
め
る

声
や
郷
土
資
料
館
と
し
て
ふ
る
里
の

歴
史
を
調
査
・
研
究
・
発
掘
・
保
存
・

展
示
・
伝
承
等
を
行
っ
て
行
く
上
で
、

〝
学
芸
員
も
し
く
は
専
門
職
員
の
配
置

を
し
て
ほ
し
い
〟と
の
声
。さ
ら
に
は
、

道
内
市
町
村
史
や
郷
土
資
料
の
系
統

的
一
括
管
理
な
ど
そ
の
充
実
強
化
を

求
め
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ゆ
め
っ
く
館
機
能
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

ゆ

し
て
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

閲
覧
に
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
て
い
る
農
機
具
な
ど
は
、
郷
土

史
研
究
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
展
示
・
保
存
し
、
児

童
の
調
べ
学
習
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
図
書
館
と
し
て
の

役
割
を
踏
ま
え
た
資
料
構
築
を
軸
に
、

要
望
の
あ
る
資
料
等
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
図
書
館
と
の
相
互
貸
借
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
は
、
ゆ
め
っ

く
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
本
年

度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の
中
で「
指

定
管
理
者
制
度
な
ど
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
積
極
的
に
検
討
す
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
の
で
、
民
間
事
業
者
の

能
力
と
活
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
図
書
館
資
料
館
と
し
て
最
適

な
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長
答
弁

め
っ
く
館
は
、
開
館
以
来
、

地
域
の
発
展
を
支
え
る
情
報

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
生

涯
学
習
活
動
の
支
援
を
担
う
施
設
と

し
て
、
資
料
の
収
集
や
保
存
・
提
供

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
町
史
や
記
念
誌
な
ど

の
郷
土
資
料
は
、
由
仁
町
の
歴
史
を

後
世
に
残
す
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
収

集
・
保
存
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、
由
仁
町
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
て
い
る
旨
を
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
館
内
の
掲
示

な
ど
で
知
ら
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の

皆
様
の
協
力
を
得
て
、
充
実
を
図
っ

て
お
り
、
収
集
し
た
資
料
は
図
書
館

シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、「
教
育
」
や
「
行

政
資
料
」
な
ど
の
主
題
ご
と
に
分
類

ゆ

議会を傍聴してみませんか！
　次の定例会は、９月に開会します。

　　手続は、備え付けの傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

議会の開会日については防災無線でお知らせしています。

図
書
の
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス

　

公
立
図
書
館
は
、自
館
で
の
図
書
・

資
料
の
整
備
充
実
に
努
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
が
、
必
要
な
図
書

な
ど
が
自
館
に
な
く
、
ま
た
容
易
に

入
手
で
き
な
い
場
合
、
互
恵
の
精
神

の
も
と
、
所
有
す
る
図
書
館
と
相
互

に
貸
借
し
、
利
用
者
に
提
供
す
る
制

度
で
あ
る
。

　

公
立
図
書
館
に
お
け
る
相
互
貸

借
・
協
力
貸
出
は
、
重
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

部落史などの貴重な資料

メインホールのマンモスとオオツノシカの実物大模型
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に
よ
り
、
そ
の
機
会
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
対
策

を
講
ず
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

由
仁
町
の
奨
学
金
制
度
は
、
昭
和

41
年
、
篤
志
家
か
ら
の
寄
附
を
財
源

に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

時
代
の
変
化
に
適
応
し
て
、
国
や
各

種
学
校
独
自
の
奨
学
制
度
が
充
実
し

て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
当
町
が
取
り

組
ん
だ
行
財
政
改
革
に
お
い
て
も
、

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
意

見
や
奨
学
審
議
会
の
答
申
な
ど
を
踏

ま
え
、
平
成
20
年
度
か
ら
新
規
貸
与

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
本
学
生
支
援
機
構
」、

前
身
は
「
日
本
育
英
会
」
で
す
が
、

奨
学
金
制
度
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
多
く
の
学
生
が
利
用
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学

金
は
、
現
在
、
事
実
上
奨
学
金
を
希

望
す
れ
ば
、
誰
も
が
貸
与
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
以
前
は
審
査
基
準
な
ど
も

厳
し
く
、
利
用
で
き
る
人
が
限
ら
れ

て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奨
学
金
の
額
も
、
現
在
で

は
最
高
で
月
額
12
万
円
の
貸
与
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
卒
業
後
に
お
け

町　長 早坂議員

由
仁
町
奨
学
金
貸
与
条
例
に
つ
い
て

国
の
動
向
や
当
町
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

�
町
の
支
援
策
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く

早
坂
議
員成

28
年
度
に
お
け
る
北
海
道

在
住
高
校
生
の
４
年
制
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
の
合
計
進
学

率
は
、
65
．４
％
で
、
今
後
も
微
増
傾

向
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

進
学
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
進
路

に
し
て
も
家
庭
に
お
け
る
経
済
的
負

担
は
相
当
に
大
き
な
も
の
で
す
が
、

我
が
子
の
希
望
す
る
進
路
と
夢
を
叶

え
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
が
親
心
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

奨
学
金
の
代
表
的
な
も
の
に
日
本

学
生
支
援
機
構
の
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
貸
与
要
件
に
よ
っ
て
は
期
待

す
る
ほ
ど
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

由
仁
町
奨
学
金
貸
与
条
例
で
は
、

平
成
19
年
度
を
も
っ
て
新
た
な
貸
与

を
打
ち
切
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
由

仁
町
で
生
ま
れ
た
子
供
の
学
ぶ
意
欲

を
最
大
限
に
尊
重
し
、
町
と
し
て
も

未
来
へ
の
人
材
投
資
と
家
庭
の
経
済

支
援
を
す
べ
く
奨
学
金
の
貸
与
再
開

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

町
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁在

は
、
教
育
環
境
の
充
実
や

多
様
化
に
よ
り
、
多
く
の
子

ど
も
が
自
ら
希
望
す
る
学
校
で
学
習

機
会
を
得
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
家
庭
の
経
済
事
情
な
ど

平

現

る
返
還
設
計
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
在
学
時
の
学
費
・
生
活

費
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
今
月
、

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
公
表
し
ま
し

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
１
８
」、
い
わ
ゆ
る
骨
太
方

針
（
原
案
）
に
お
い
て
、
低
所
得
者

を
対
象
と
し
た
大
学
授
業
料
の
減
免

や
、
先
行
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
給
付

型
奨
学
金
の
拡
大
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
動
向
や

当
町
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
な
の
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

　

平
成
16
年
、
国
の
学
生
支
援
事
業

を
展
開
す
る
機
関
と
し
て
創
設
さ

れ
、
奨
学
金
貸
与
、
留
学
生
支
援
、

学
生
生
活
支
援
を
通
し
て
、
次
代
を

担
う
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
優
れ

た
人
材
育
成
と
国
際
交
流
な
ど
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。

　

特
に
奨
学
金
貸
与
事
業
は
、
貸
与

人
員
約
１
３
４
万
人
、
年
間
事
業
費

約
１
兆
１
千
億
円
も
の
規
模
に
上

り
、
社
会
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
と
な
っ
て
い
る
。

　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会

が
、７
月
20
日
、由
仁
町
文
化
交
流
館
「
ふ
れ
ー
る
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
佐
賀
県
武
雄
市
長
で
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

の
株
式
会
社
で
あ
る
樋
渡
社
中
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
樋
渡

啓
祐
氏
か
ら
『
こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
に
つ
い
て

～
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
～
』
と
題
し

て
、
公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
民
間
管
理
等
の
先

進
事
例
を
踏
ま
え
、
将
来
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
東
川
町
議
会
の
議
員
８
名
が
来
町

し
、「
町
民
プ
ー
ル
の
運
営
状
況
」
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
に
妹
背
牛
町
議
会
の
議
員
12
名
が
来

町
し
、「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
に
山
形
県
大
石
田
町
議
会
の
議
員
10

名
が
来
町
し
、「
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

空
知
町
村
議
会
議
長
会
主
催

議
員
研
修
会

よ
う
こ
そ
由
仁
町
へ
！

動
内
容
」
お
よ
び
「
空
き
家
・
空
き
地
対
策
」
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
場
の
担
当
職
員
な
ど
が
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
な
っ
た
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
お
互

い
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
他
市
町
村
と
の
交
流
を
行
い
、
お
互
い

に
研
鑽
す
る
と
と
も
に
由
仁
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

山形県大石田町議会

妹背牛町議会

東川町議会

空知議員研修会
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議会のうごき
４月

29日　由仁町を日本一桜のまちにする会植樹祭
� （体験農園　議長）

５月
12日　由仁町ゲートボール協会春季大会
� （東三川　議長）
17日　三役会議� （正副議長室　議長ほか）
〃��日　平成30年度由仁町商工会通常総会
� （商工会　議長）
21日　全員協議会� （委員会室　議員）
25日　由仁町議会第４回臨時会� （議場　議員）
27 ～ 29日　平成30年度町村議会議長・副議長研修会
� （東京都　議長）
27日　第七師団創隊63周年、東千歳駐屯地創立64周
　　　�年記念行事� （千歳市　副議長）

６月
４��日　産業厚生常任委員会� （委員会室　議員）
10日　平成30年度由仁消防団春季合同演習
� （旧由仁小学校グラウンド　議長ほか）
11日　五役会議� （正副議長室　議長ほか）
〃��日　議会運営委員会� （委員会室　委員）
〃��日　全員協議会� （委員会室　議員）
12日　北海道町村議会議長会定期総会・研修会
� （札幌市　議長）
14日　北海道日本ハムファイターズ由仁後援会設立
　　　�総会� （由仁町内　議長）
14・15日　由仁町議会第２回定例会� （議場　議員）
15日　議会活性化・まちづくり等特別委員会
� （委員会室　委員）

15日　議会広報特別委員会� （委員会室　委員）
17日　ボランティア活動団体連絡会親睦交流パーク
　　　�ゴルフ大会� （ゆにっＰＡ　議長ほか）
25日　栗山地区警察官友の会会員総会
� （栗山町　議長）
27日　南空知消防組合第２回臨時会
� （栗山町　組合議員）
29日　空知教育センター組合第１回臨時会
� （滝川市　組合議員）
〃��日　東川町議会行政視察� （委員会室　議長）

７月
３��日　北海道町村議会議長会議員研修会
� （札幌市　議員）
４��日　妹背牛町議会行政視察
� （委員会室　議長、産業厚生常任委員長）
８��日　北海道消防協会南空知分会並びに南空知消防
　　　�組合主催消防演習
� （旧由仁小学校グラウンド　副議長ほか）
９��日　議会活性化・まちづくり等特別委員会
� （委員会室　委員）
〃��日　議会広報特別委員会� （委員会室　委員）
11日　山形県大石田町議会行政視察
� （委員会室　議長）
14日　北恵庭駐屯地創立68周年記念行事
� （恵庭市　議長）
17 ～ 19日　南空知ふるさと市町村圏組合行政視察
� （島根県　組合議員）
20日　空知町村議会議長会議員研修会
� （由仁町　議員）
29日　由仁町夏まつり開祭式� （げんき館前　議長）

■編集／議会広報特別委員会
　　　　大竹　　登・早坂　寿博
　　　　浮田　孝雄・後藤　篤人
　　　　羽賀　直文

　

早
い
も
の
で
私
た
ち
の
任
期
も
一
年
を
切
り

ま
す
。

　

こ
の
三
年
〝
基
礎
自
治
体
〟
の
有
り
様
を
十

名
の
議
員
が
真
剣
に
討
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

町
長
を
先
頭
に
若
い
力
を
結
集
し〝
医
療
〟〝
教

育
〟〝
雇
用
〟
の
有
り
様
に
つ
い
て
整
備
を
し
ま

し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
〝
財
政
〟
が
あ
り

ま
す
。

　
〝
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
理
〟〝
料
の
整
理
〟〝
税

の
整
理
〟
な
ど
難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
市
四
町
の
動
静
を
見
据
え
な
が
ら
〝
我
が

町
由
仁
町
の
更
な
る
立
起
〟
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
〝�

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
由
仁
町
を
‼�

〟

�

文
責　

委
員　
　

浮　

田　

孝　

雄

編

集

後

記


